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平成 19 年 4 月 27 日 

各      位 
会 社 名 株 式 会 社 Ａ Ｃ Ｋ グ ル ー プ 
代表者名 代表取締役社長  廣 谷 彰 彦 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号２４９８） 

問合せ先 取 締 役 
統括管理本部長 長 尾 千 歳 

 ＴＥＬ ０３－６３１１－６６４１ 
 

平成１９年９月期業績（連結・個別）予想の修正に関するお知らせ 
 
平成 19 年 9 月期（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年 9 月 30 日）の業績予測について、平成 19

年 1 月 29 日付当社「平成 19 年 9 月期 第 1 四半期財務・業績の概況（連結)」及び平成 18 年 11
月 17 日付当社「平成 18 年９月期個別財務諸表の概要」にて発表致しました業績予測を下記の通

り修正致します。 
 

記 
 
１．平成 19 年 9 月期 連結業績予想の修正等 
（１）中間期（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 19 年 1 月 19 日発表） 

７，７００ △３３０ △２１０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ）  ７，６５７ △４３８ △３１８ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △４３ △１０８ △１０８ 

増 減 率            （％） △０．６ △３２．７ △５１．４ 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 9 月期） 

     －       －       － 

  (参考)１株当たり予想当期純利益 △62 円 74 銭 
 

（２）修正の理由 

受注高については、前連結会計年度に引き続き受注が好調であり、㈱ワールドが前中間連結会

計期間比 138 百万円、㈱オリエンタルコンサルタンツが前中間連結会計期間比 97 百万円それぞれ

増加し、新規連結会社の㈱アサノ建工の受注高 482 百万円を加え、8,517 百万円と前中間連結会計

期間を 779 百万円上回る見込みであります。下期への繰越残高は 11,646 百万円と前中間連結会計

期間を 930 百万円上回る予定であります。 

売上高については、上期に完成予定であった大型の解体工事が下期の完成となったため、ほぼ

計画通りにとどまりました。その影響も受け、一部の子会社において上期売上業務の原価率が悪

く、経常利益、当期純利益は計画を下回る見通しであります。 
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（３）通期（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年９月 30 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 19 年 1 月 19 日発表） 

１９，５００ ５３０ ２４０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ）  ２２，５００   ６５０    ２９０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ３，０００ １２０   ５０ 

増 減 率            （％） １５．４ ２２．６ ２０．８ 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 9 月期） 

１７，１６７ ５１７ １０６ 

  (参考)１株当たり予想当期純利益  50 円 83 銭 
 

（４）修正の理由 

受注高については、厳しい受注環境のなかにおいて、業務の発注方式は従来の価格競争による入

札方式が減少し、今後はより一層技術競争によるプロポーザル方式が増加してまいります。したが

って、継続的に受注の増加、利益確保を図っていくためには、プロポーザル方式への対応力の強化

が重要な課題であります。このため、当連結会計年度では、技術提案力に優れた社員を積極的に中

途採用し、技術提案力、生産力及び成果品質の向上に引き続き努めているところであります。それ

らの効果により、受注高は、前連結会計年度を大幅に上回る見込みであります。売上高については、

既存会社においてもほぼ公表値の達成を予定しております。また、大成基礎設計㈱、吉井システム

リサーチ㈱の新規連結子会社が下期に連結対象となるため、22,500 百万円と当初計画を 15％上回る

増加を見込んでおります。 

経常利益、当期純利益については、一部子会社で計画を下回っているものの、受注不足の会社か

ら人手が不足する会社へ人員補充するなど、グループ全体として最適な人員配置などにより、生産

体制を安定させ、利益の増大を図ります。下期に繰越した受注高は、前中間連結会計期間に比べ 1,074

百万円増加し、進捗した出来高に対する利益率は前期並みで推移しております。また、新規連結子

会社の下期の業績が当連結損益に寄与するため、経常利益は 650 百万円（22.6％増）、当期純利益

は 290 百万円（20.8％増）と２割以上の上方修正となりました。 
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２．平成 19 年 9 月期 単体業績予想の修正等 
（１）中間期（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 18 年 11 月 17 日発表） 

２９０ ５０ ５０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ）   ２８６ １５９ １４６ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △４ １０９ ９６ 

増 減 率            （％） △１．４ ２１８．０ １９２．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 9 月期） 

     －       －       － 

  (参考)１株当たり予想当期純利益  28 円 07 銭 
 

（２）修正の理由 

平成 18 年８月 28 日に持株会社を設立して以降、持株会社設立に伴い管理費用、Ｍ＆Ａ費用の増

大を見込んでおりましたが、管理の効率化により費用が抑制され、また、Ｍ＆Ａの調査費用は予算

を下回りました。さらに、㈱オリエンタルコンサルタンツから当社に移行する予定であった経費に

関しても計画を下回り、経常利益、当期純利益は増加する見込みであります。 

 
 
（３）通期（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 18 年 11 月 17 日発表） 

４８５ ８０ ８０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ）   ４４４    ９０    ８９ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △４１ １０ ９ 

増 減 率            （％） △８．５ １２．５ １１．３ 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 9 月期） 

９４ ６７ ６５ 

  (参考)１株当たり予想当期純利益  15 円 24 銭 
 

（４）修正の理由 

中間期の経費発生状況を勘案し、通期の経費予算を見直し縮小化致しました。それに伴い、経費

の原資として下期に予定していた子会社からの配当を減少させる予定であります。これに伴い、前

回発表予想時に計画した売上高を下回る見込みとなりました。 

以 上  


